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　まず大切なのは、地域の人口がこれからどのように変化していくのかを考えることです。
多くの地域では、人口減少と高齢化が急速に進んでいます。こうした中で、毎年、
現在の人口の約１％に当たる人に定住してもらうことが、人口減少を緩やかに
するための一つの目安となります。そこで、地域ごとに定住の目標を具
体化し、その実現に向けたアイデアを住民同士で話し合うワークショップ
を行っています。これまでに６つの地域で開催され、話し合いから生まれ
たアイデアが、さまざまな取り組みへと広がっています。

　市内の人口は、2050年には現在の約６割まで減少
すると予測されています。人口減少が進む中、地域コ
ミュニティを保ち、買い物や移動、見守り、除雪など、
暮らしに必要な活動を続けるための体制や仕組みをつ
くることが課題となっています。今後も安心して暮ら
せるよう、地域内外の人がそれぞれの形で関わり、支
え合いながら、地域の暮らしや活動を将来につなぐ「持
続可能なまちづくり」を進めることが重要です。

人口減少が進む中でのまちづくり人口減少が進む中でのまちづくり

持続可能なまちづくりに向けた取り組みを支援しています持続可能なまちづくりに向けた取り組みを支援しています
　人口減少が急速に進んでいる中山間地域を中心に、令和５年度から持続可能なまちづく
りに向けた地域の取り組みの伴走支援を行っています。地域の状況を踏まえ、次の段階に
応じて地域の現状分析やワークショップの実施などを支援しています。 詳しくは詳しくは

令和５年度の住民ワークショップのメンバーを中心
に、令和７年度に新たなイベントを企画（浦川原区）

令和７年度に住民ワークショップを実施し、
具体的な取り組みを６つに集約（板倉区）

令和７年度に「い〜住プロジェクト」を立ち上げ、
住民ワークショップを実施（中郷区）

上越市創造行政研究所上越市創造行政研究所
丸山主任丸山主任

Step１
地域を知り、話し合う

Step３
話し合いから実践へ

Step２
仲間の輪を広げる

地域の現状と課題を共有し、具体
的なアイデアを話し合います

地域全体で仲間づく
りに取り組みます

できることから実践
します

持続可能なまちづくりに向けて取り組む地域

特集

　人口減少や高齢化が進む中で、地域で安心して暮らし続けるためには、地域の現状を知り、これか
らの姿を地域ごとに考えていくことが大切です。市内では、住民の皆さんが地域の強みや課題を共有
し、将来に向けたアイデアを出し合い、実践する取り組みが進んでいます。

■問合せ…上越市創造行政研究所（☎︎025-526-3490）

地域の地域の未来未来に向けたに向けた持続可能なまちづくり持続可能なまちづくり

（出典）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口　令和５年推計」

【上越市の人口と将来推計】
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牧区牧区

話し合いから実践へStep 3

区内で開催したイベント「棚田のきらめき」
会場でのナイトマルシェ（地元農産物販売PR）

子どもたちの歓声でにぎわう田植え体験

　令和５年度の住民ワークショップに参加した若手を中心
に「まきにぃる」という団体を立ち上げました。牧区を知っ
てもらいたい、牧区を元気にするため、農業体験やぴりっ
子再興プロジェクトなどの取り組みを進めています。

　メンバー同士で集まり、地域のこ
とを話し合う時間はとても楽しく、「あ
れやりたいね」「これやってみよう」
と新たなアイデアが生まれる時間に
もなっています。自分たちが楽しい
と思うことを行い、その体験を発信
することを大切に活動しています。
地域の人からも「一緒にやっ
てみないか」と声をかけて
もらうようになり、新たな
つながりができました。

まきにぃるまきにぃる
代表　佐藤代表　佐藤さんさん

人口：1,367人、高齢化率：57％（令和８年４月末時点）
「やってみたい」を形に

大島区大島区

仲間の輪を広げるStep 2

　令和５年度に開催した住民ワークショップの参加者を中
心に「いいね！おおしま☆むらづくりプロジェクト」を立
ち上げ、大島区における、移住・定住に向けたツールの作
成や情報発信、交流会の企画などの検討を行っています。

これまでの活動成果を市民に披露する
むらプロメンバー

イベント班が制作した移住者の推しスポッ
ト記載のすごろくを楽しむ小学生

　取り組みを通じて、これまで少な
かった世代間の交流を深めることが
できました。
　これからイベントに力を入れてい
く中で、さまざまな人との交流を広げ、
大島の未来をみんなでつくっていき
たいです。今後は区内在住者と移住
者の交流を深め、お米や山
菜などの食文化や伝統行事
など、大島区の魅力を広く
発信していきたいです。

いいね！おおしまいいね！おおしま☆☆
むらづくりプロジェクトむらづくりプロジェクト
会長会長　　早川早川さんさん

人口：1,132人、高齢化率：61.2%（令和８年４月末時点）
交流が未来をつくる

谷浜・桑取区谷浜・桑取区

地域を知り、話し合うStep １

　今年度、住民ワークショップを開催し、まちづくりの取
り組みを始めました。「ベテラン男性」「ヤング男性」「女性」「移
住・関係人口」の４チームで、地域の現状や課題を整理し、
定住促進に向けたアイデアを出し合いました。

住民ワークショップで地域について話し
合う女性チーム

成果発表会で現状の課題や今後の取り組
み案を発表するヤング男性チーム

　知人に誘われ、「話だけでも聞い
てみよう」という軽い気持ちで参加
しました。
　活動を通じて、地域の魅力や課題
を改めて知り、普段は関わる機会の
少ない人たちとの交流も生まれまし
た。話し合いを重ねる中で新しい発
見があり、地域への愛着も
深まりました。地域のこと
をもっと知り、伝えたいと
いう思いが強くなりました。

女性チーム女性チーム
宮下宮下さんさん

人口：1,217人、高齢化率：53.6％（令和８年４月末時点）

地域をもっと知り、伝えたい

住民ワークショップに参加した皆さんの地域への思い住民ワークショップに参加した皆さんの地域への思い
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地区まち交流会地区まち交流会
　市内各地区の取り組み成果や実践事例を共有
し、これからの地域づくりを考える交流会です。
地域づくりに興味のある人や地元が好きな人な
ど、どんな人でも気軽に参加できます。

とき：12月13日㊐　午後１時30分〜
場所：牧体育館（牧コミュニティプラザ隣） 昨年度の様子

話そう、つながろう。地域のこれから話そう、つながろう。地域のこれから
　居住地以外の地域の取り組みを知ることで、自分たちの地域にも生かせるアイデア
が見つかるかもしれません。気になった活動や集まりに、一度足を運んでみましょう。 詳しくは詳しくは

●住民ワークショップ●住民ワークショップ
②話し合う②話し合う

　「地元関係図」をもとに、地域の強みや弱みを整理し、課題や可
能性を「地元天気図」にまとめます。さらに人口分析を踏まえ、強
みを生かし、弱みを補いながら、次世代の定住と暮らしやすい地域
づくりにつながる具体的な取り組みを話し合います。

●地元学ワークショップ●地元学ワークショップ
　「よそもの」「わかもの」の視点から地域の暮らしを捉え、地域の
魅力を発見、共有することで、地域住民とともにその価値を再認識
し、地域で定住促進策を検討する参考とします。

●レゴワークショップ●レゴワークショップ
　地域の子どもたちが「レゴ®ブロック」を活用して「こんなまちになればいいな」と考えた未来の
地域の姿を表現します。（レゴ®はレゴ・グループの商標です。本事業はレゴ・グループの協賛・承認を受けたものではありません。）

広報誌「J・PRU News」広報誌「J・PRU News」
　２カ月に１回、上越市創造行政研究所の活動紹介やイベントの開催案内などをお伝えす
るニュースレター。市内の主要施設やホームページでご覧いただけます。 詳しくは詳しくは

各地域に応じて次の３つを組み合わせます各地域に応じて次の３つを組み合わせます

「伝統」「居場所」「自然環境」「人とのつながり」 
などをテーマに製作（東頸中学校）

●地区別データシート●地区別データシート

　市民の皆さんが地域の将来を考えるためのヒントとして、さまざまなデータを公表しているほか、
地域で話し合うためのワークショップの開催なども支援しています。

①地域を知る①地域を知る

　各地域の人口の将来予測などの人口データや、どのような組織・
団体が地域内で活動しているのかを整理した「地元関係図」などを
掲載しています。地域の現状を知るための基礎データ
をまとめ、持続可能性を見える化し、それぞれの地域
特性を生かしたまちづくりを進めるための土台にする
ことを目的としています。 詳しくは詳しくは 地元関係図の作成例

地域のこれからを考えてみませんか地域のこれからを考えてみませんか
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月のトピックス11
あなたの声を市政に！

（パブリックコメント制度）
問 広報対話課（☎025-520-5615）

令和８年度上半期パブリックコメントの運用状況

パブリックコメント制度（市民意見公募手続）とは

詳しくは

●パブリックコメントを実施した案件

案件名 実施期間 寄せられた意見数
（意見提出者数） 意見反映数

上越市新型インフルエンザ等対策行動計画（案） ４月１日㊌～
30日㊍

０件
（０人） ０件

第12次上越市交通安全計画（案） ４月９日㊍～
５月８日㊎

０件
（０人） ０件

●パブリックコメントを実施しない理由を公表した案件
案件名 公表期間

上越都市計画地区計画の変更（案） ７月14日㊋～８月12日㊌
地域農業経営基盤強化促進計画（地域計画）の変更案 ７月14日㊋～８月13日㊍
上越市水防計画（修正案） ８月３日㊊～９月１日㊋
※�これらの案件は、法令などにより縦覧その他パブリックコメントと同等の効果を有すると認められる手続
きが義務付けられていることや、市民の生活および事業活動に影響を及ぼさない軽微なものであったこと
から、パブリックコメントを実施しませんでした。

●令和７年度パブリックコメントで寄せられた意見と市の対応の一部を紹介します
○「上越市食料・農業・農村基本計画（案）」における越後田舎体験事業の受入態勢強化について

寄せられた意見 市の対応
「施策の方向性」に「既移住者や地域おこし協力隊
の皆さんとの協力と連携」が必要と考えます。

これまでも既移住者や地域おこし協力隊の皆さんと
連携していることから、ご意見の表記を反映しました。

上越市パブリックコメント条例に基づき、４月１日から９月30日までの運用状況を公表します。

　市の基本的な計画や重要な条例の立案などの段階で、市民の皆さんから広く意見を募るとともに、
寄せられた意見を検討し、その結果と市の考え方を公表する制度です。
　計画や条例の案の公表場所や意見の提出期限などは、随時、広報上越や市ホームページでお知
らせします。市民参画によるまちづくりに向け、積極的にご意見をお寄せください。

■担当課窓口に直接提出
■郵送、ファクシミリ、電子メールで提出

●制度の流れ 市
①計画・条例などの案の作成

④ご意見を考慮し、案を決定

③ご意見の提出

　②計画・条例などの案の公表、
意見募集（30日以上）　

⑤ご意見に対する市の考え方・
決定した案などの公表　　

市民の皆さん
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月のトピックス11

●12月29日㊋～令和９年１月３日㊐の戸籍の届け出
　�　出生、死亡、婚姻届などの届け出は、木田第一庁舎および３総合事務所（浦川原区、柿崎区、�
板倉区）の時間外窓口で受け付けます。　

●�１月４日㊊は、コンビニ交付をご利用ください
　�　窓口が大変混み合うことが予想されます。コンビニエンスストアなどのマルチコピー機で取得可能な証明書は、
窓口交付に比べ短時間で手数料もお得に取得できます。

●コンビニ交付の利用時間のご案内
　　午前６時30分〜午後11時（※12月29日㊋～１月３日㊐を除く）
　�　マイナンバーカードを使用し、コンビニエンスストアなどのマルチコピー機から証明書（住
民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、所得課税証明書）を取得できます。

　市は、人事や給与などの公平性と透明性を高めるため、年１回、人事行政の運営状況をお知
らせしています。
　運営状況の詳細は、市ホームページ、人事課、各総合事務所、南・北出張所で公表しています。

問 市民課（☎025-520-5685）

問 人事課（☎025-520-5618）

年末（12月29日㊋、30日㊌）の窓口は開設しません

人事行政の運営状況　～市職員の人数・給与など～

詳しくは

詳しくは

○部門別職員数� （各年度４月１日現在）
区分

部門
職員数 増減令和７年度 令和８年度

普通会計部門 1,537人 1,535人 △２人
公営企業等会計部門 203人 198人 △５人

合　計 1,740人 1,733人 △７人
※�職員数は、一般職に属する職員数です（休職者、県などへ
の派遣職員などを含み、会計年度任用職員を除いています）。

職員の任免および職員数に関する状況

○職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与月額�（令和８年４月１日現在）

区分 上越市 新潟県（参考）
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 43.5歳 340,509円 414,030円 44.1歳 346,026円
技能労務職 51.0歳 310,556円 332,346円 55.5歳 318,338円
※�平均給与月額は、令和８年４月に支給された給料に各種手当（扶養手当、
住居手当、管理職手当、時間外勤務手当など）を加えた額です。

職員の給与の状況
○人件費（令和７年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
1,086億3,848万円 177億352万円 16.3％
※�人件費には、特別職の給料のほか、議員や会計年度
任用職員の報酬などを含みます。

○期末・勤勉手当（令和７年度）
１人当たり
平均支給額

年間の支給割合
期末手当 勤勉手当

166万9千円 2.525月分 2.125月分
※�役割に応じた加算措置…期末・勤勉手当の算定基礎
となる給料月額に５～20％を加算

○分限処分・懲戒処分の人数（令和7年度）
区分 処分名 人数

分限処分 休職 33人

懲戒処分
戒告 ２人
停職 １人
免職 １人

職員の分限および懲戒処分の状況

○特別職の報酬など� （令和８年４月１日現在）
区分 給料月額等 期末手当

給
料

市　長 996,300円
【令和７年度支給割合】

3.5月分
○�加算措置…期末手当の算
定基礎となる給料または
報酬の月額に20%を加算

副市長 751,900円
教育長 650,300円

ガス水道事業管理者 628,000円

報
酬

議　長 545,900円
副議長 483,000円
議　員 454,500円
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市政トピックス

中丸副市長が就任　10/１
　任期満了に伴い退任した八木前副市長の後任に、10月１日付けで中丸昌
雄副市長が就任しました。中丸副市長は、平成８年に新潟県庁に入庁し、政
策企画課統括政策企画員、産業政策課企画主幹、医師・看護職員確保対策課
長などを歴任しました。

中丸 昌雄 副市長

■多世代交流プレイスについての問合せ…こども家庭センター（☎︎025-520-5725)

オープニングセレモニーで発表された愛称「まんなか」

気軽にお立ち寄
りください！

私の「推し」の取り組みを私の「推し」の取り組みを
紹介します紹介します

▶ところ…かきざき福祉センター（柿崎区柿崎）
▶利用時間…月曜日〜土曜日の午前10時〜午後５時
▶問合せ…kakizakiまちラボ（☎︎090-1571-7080）

多世代交流プレイス柿崎　まんなか

多世代交流プレイス柿崎のスタッフの皆さん

地域団体と連携し、世代を超えた交流
や新しいつながりを育む

遊び場や学習、テレワークや趣味など
幅広く利用できる

乳幼児から高齢者まで、誰もが立ち寄
れる、地域の新しい居場所

市長の推しゴト市長の推しゴト
今号は、多世代交流プレイスを紹介します

　「子どもから高齢者まで、世代を問わず誰もが気軽に集い、つながることのできる場所を作りたい」
という思いで、地域の皆さんの交流や活動の拠点となる「多世代交流プレイス」の整備を進めています。
　10月10日㊏には、第１号となる「多世代交流プレイス柿崎まんなか」がオープンしました。子育
てひろばも併設しており、小さなお子さんからご高齢の方まで、どなたでもご利用できます。
　令和９年３月には板倉区に開設を予定しているほか、地域の実情やニーズに合わせ整備を進めていきます。

ここがここが推し推しポイントポイント
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炭素社会の実現に向けて③炭素社会の実現に向けて③脱 冬の省エネ編

　冬はエアコンやこたつなどの暖房器具を使用するため、家庭の電気使用量が増加します。
　この冬は無理のない範囲で省エネに取り組んでみませんか。

Q1 暖房時の風向きはどっちが省エネ？ 
①上向き or ②下向き

A　 ②下向き
暖かい空気は天井付近にたまりやす
いため、下向き設定にすると部屋全
体が効率よく暖まります。

Q2 暖房中、暖かさを逃がしにくいのはどっち？
①カーテンを床まで垂らす or  
②カーテンを窓の半分くらいの長さにする

A　 ①カーテンを床まで垂らす
窓から入る冷気を防ぎ、暖めた空気を逃がし
にくくするため、暖房効率が高まります。

問  環境政策課（☎025-520-5689）

家庭でできる冬の省エネの取り組み 省エネポータルサイト

 設定温度は20℃を目安に設定
設定温度を21℃から20℃にした場合、
年間約1,650円の節約（使用時間９時間/日）

 フィルターは定期的に掃除
フィルターの目詰まりを解消すると、
年間約990円の節約（使用時間９時間/日）

 扇風機やサーキュレーターを併用
暖かい空気は天井にたまりやすいので、
空気を循環させると室内が効率よく暖まります。

 「着る省エネ」
重ね着やひざ掛け、厚手の靴下を活用しましょう。

 温度設定は低めに設定
温度設定を「強」から「中」にした場合、
年間約1,520円の節約（使用時間５時間/日）

 上掛け＋敷布団で保温力アップ
こたつの熱を逃がさないようにすることで、
年間約1,010円の節約（使用時間５時間/日）

 使用後はふたを閉める
ふたを閉めるだけで年間約1,000円程度の節約

 便座の温度設定を高くしすぎない
快適な範囲で設定を見直しましょう。

エアコン

冬の省エネ
クイズ

電気こたつ

温水洗浄便座

非常持出品・備蓄品リスト
（防災ガイドブック）津波ハザードマップ

　「津波ハザードマップ」で
自宅や勤務先などの津波浸水
想定を確認しましょう。

  災害リスクを知る
　各自が３日間は自力で生活で
きるよう、非常持出品や家庭内
備蓄を用意しましょう。

  日ごろから備える
　家庭や地域・職場で、津波避難時
にとるべき行動を確認しましょう。

  避難行動を学ぶ

津波ハザードマップで赤赤や黄黄色色に
塗られたエリアにいる人は

• 速やかに高台、指定避難所や津
波避難ビルに避難してください。

• 車での避難は渋滞に巻き込ま
れるおそれがあるため、可能
な限り徒歩で避難してください。

津波ハザードマップで白白地地のエリアや、
掲載されていない地区にいる人は

• 余震や自宅の倒壊などに不安を感
じる人は、迷わずに指定避難所に
避難してください。

津波避難の必要はありませ
4 4 4 4 4 4 4

ん
4

！

防災基礎知識❷防災基礎知識❷ ―津波から身を守ろう――津波から身を守ろう―

　津波から身を守るには「災害リスクを知る」「避難行動を学ぶ」「日ごろから備える」ことが大切です。

問 市民安全課（☎025-520-5660）

津波ハザードマップ（例）津波ハザードマップ（例）
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市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします

郷区で実施した訓練に、住民や関係機関・団体
の約470人が参加。避難所でパーテーションを

設営するなど、日頃の備えや災害時の対応を確認し、
地域全体の連携強化や防災力向上につなげました。

三
10月３日㊏　旧三郷小学校（長者町）

上越市総合防災訓練

然環境保全地域である柿崎海岸を守る活動
に16人が参加し、たくさんの漂着プラスチッ

クごみを回収しました。清掃しながら講師からの 
説明を受け、海岸植物の観察に心を癒されていました。

後の開催となった今大会には、全国各地か
ら約2,500人が参集。ランナーは沿道の温

かな声援や、上越の特産品のおもてなしに後押し
されながら、フィニッシュを目指して走りました。

最

10月11日㊐　柿崎海岸（柿崎区直海浜）

秋の柿崎海岸清掃・植物観察会

自

10月11日㊐　市内各地

第16回えちご・くびき野100㎞マラソン

江津港の開港60周年を記念し、海上保安
庁巡視船「やひこ」の一般見学やタグボー

トの放水ショーなどの催しが行われました。来場
者は、多彩な催しに目を輝かせ、楽しんでいました。

直
9月19日㊏　直江津港

直江津港開港60周年記念イベント
「きて、みて、しって！直江津港！」

ネギや果物、みそなどをミキサーで混ぜ、
発酵させて作る焼き肉のたれづくりに挑戦

しました。参加者は「熟成するとまろやかでおい
しい」と発酵ならではの魅力を体感していました。

玉
９月26日㊏　くびき食彩工房（頸城区百間町）

坂口記念館の特色を活かした事業
発酵 焼肉のたれづくり体験
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■上越市役所　〒943-8601 上越市木田１-１-３　☎025-526-5111（代表）

FM76.1MHz

「広報上越」へのご意見や感想をお寄せください 記
号
の
見
方

パソコンやスマートフォンから市への申請、
届け出などができます。

電子申請システム

問  広報対話課　☎ 025-520-5614
 FAX. 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp
アンケート

▲

フォーム　

くらし　情報
L i f e  I n f o r m a t i o n

広報上越
専用ページ

の

安塚区 ☎025-592-2003
浦川原区 ☎ 025-599-2301
大島区 ☎ 025-594-3101
牧　区 ☎ 025-533-5141
中郷区 ☎ 0255-74-2411
板倉区 ☎ 0255-78-2141
清里区 ☎ 025-528-3111
三和区 ☎ 025-532-2323

柿崎区 ☎ 025-536-2211
大潟区 ☎ 025-534-2111
頸城区 ☎ 025-530-2311
吉川区 ☎ 025-548-2311
名立区 ☎ 025-537-2121
南出張所 ☎ 025-525-4151
北出張所 ☎ 025-544-2111

※定期的な電池の交換と受信状況の確認を！
問  危機管理課（☎025-520-5665）

「防災ラジオ」の試験放送

時  日時、期間
対  対象（表記無し：どなたでも）

費  費用（表記無し：無料）

申  申し込み（表記無し：不要）

予  予約
所 場所
定  定員
講  講師

問  問合せ
他  その他
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  １日：午後 ７ 時頃 
15日：午前 11 時頃毎月

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　

防
災
ラ
ジ
オ
や
戸
別
受
信
機
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
大
音

量
で
放
送
を
行
い
ま
す
。
試
験
で

す
の
で
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

災
害
な
ど
の
発
生
時
は
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

11
月
15
日
㊐
の
防
災
ラ
ジ
オ
の

試
験
放
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

時
11
月
11
日
㊌
午
前
11
時
（
予
備

日
＝
11
月
25
日
㊌
）　
他
放
送
内

容
＝
チ
ャ
イ
ム
を
流
し
、「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」
を

３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
広
報
上
越

で
す
」
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
後
、

チ
ャ
イ
ム
を
流
し
終
了
し
ま
す　

問
危
機
管
理
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
５
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
公
募

手
続
き
）意
見
募
集
結
果
を
公
表

●
上
越
市
地
域
防
災
計
画（
修
正
案
）

時
結
果
公
表
期
間
＝
10
月
28
日
㊌

～
11
月
26
日
㊍　
所
公
表
場
所
＝

市
民
安
全
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎
１
階
）、

各
総
合
事
務
所
、
南・北
出
張
所
、�

市
民
プ
ラ
ザ
、高
田
図
書
館
、高
田�

図
書
館
浦
川
原
分
館
、オ
ー
レ
ン

プ
ラ
ザ
、教
育
プ
ラ
ザ
、直
江
津

学
び
の
交
流
館
、ユ
ー
ト
ピ
ア
く

び
き
希
望
館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

問
市
民
安
全
課

（
☎
０
２
５
・
５

２
０・５
６
６
０
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
９
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９
時
に
、
上
越
地
域

消
防
事
務
組
合
管
内
の
各
消
防
署

に
お
い
て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で

測
定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、

最
小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ

も
通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
・
０

１
６
～
０
・
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）■ 国民健康保険税� ������（第５期）

■ 後期高齢者医療保険料� ���（第５期）
■ 介護保険料� ��������（第８期）
■ 国民年金保険料� ������（10月分）

お
知
ら
せ

税・保険料の納期限

納期限 11月30日㊊

知って対策！特殊詐欺の手口� 問  上越警察署（☎025-521-0110）、市民安全課（☎025-520-5661）!

■ 令和８年特殊詐欺被害発生件数（SNS型投資・ロマンス詐欺を含む）
８月末 前年比

被害件数 20件 ＋７件
被害額 2億1,763万円 −452万円

　電話やメールでお金の話が出たら詐欺を疑い
ましょう。詐欺の手口を知り、家族や知人と共
有し被害にあわないよう注意しましょう。

■ 警察官をかたる電話に注意！
　特殊詐欺の中には、警察官をかたり「あなたに容疑が掛
かっている」などと不安をあおり、「嫌疑を晴らすために、
資産を調べる必要がある」などと言い、個人情報やお金を
だまし取る手口が増えています。
　少しでも怪しいと感じたら、警察署に確認するほか、家
族や友人に相談しましょう。特殊詐欺対策として、国際電
話の利用休止手続きや詐欺電話対策アプリの活用も有効です。

詳しくは

※11月15日は中止



くらしの情報

無
料
相
談

募
　
集

も
よ
お
し
・
講
座

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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標
準
営
業
約
款
制
度（
Ｓ
マ
ー
ク
）

を
ご
存
じ
で
す
か

　

厚
生
労
働
大
臣
認

可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登

録
し
た
、
理
容
店
、

美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
、
一
般

飲
食
店
で
は
、
店
頭
に
「
Ｓ
マ
ー

ク
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登
録
店

は
、
安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約
束

す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

　

店
を
選
ぶ
と
き
は
、
信
頼
で
き

る
店
の
目
安
で
あ
る「
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問（
公
財
）新
潟
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
３

７
８
・
２
５
４
０
）

緊
急
時
に
使
用
で
き
る
よ
う

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
室
細
動
（
心
臓

が
細
か
く
震
え
、
血
液
を
全
身
に

送
れ
な
く
な
っ
た
状
態
）
が
起
き

た
際
に
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ

て
心
臓
の
正
常
な
動
き
を
取
り
戻

す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。
電
源

を
入
れ
る
と
自
動
音
声
で
操
作
方

法
が
案
内
さ
れ
る
た
め
、
誰
で
も

使
用
で
き
ま
す
。

●
設
置
場
所
の
確
認
を

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、市
の
施
設
の
ほ
か
、

多
く
の
民
間
事
業
所
な
ど
に
設
置�

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、日
頃
か
ら
設�

置
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。市
内
の
設
置
場
所
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
の
使
用
に
ご
協
力
を

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
民
間

事
業
所
に
お
い
て
、
緊
急
時
の
使

用
と
設
置
場
所
な
ど
の
公
表
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
７
１
１
）

詳しくは

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書

　
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
控
除
を
受
け
る

際
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
は
、
家
族
宛
て

に
送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
使

用
し
て
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
送
付
時
期
（
予
定
）

○�

令
和
８
年
１
月
１
日
～
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
納
付
（
過
去
の

保
険
料
や
追
納
分
を
含
む
）
し

た
人
＝
10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

○�

10
月
1
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人

＝
令
和
９
年
２
月
上
旬

問
上
越
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５・５
２
４・４
１
１
２
）

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日

は「
年
金
の
日
」

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
を
も
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
上
越
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５・５
２
４・４
１
１
２
）

詳しくは

「
若
竹
み
ら
い
創
造
基
金
」へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

　
市
が
設
置
す
る
児
童
養
護
施
設

「
若
竹
寮
」
で
は
、
卒
寮
す
る
児

童
が
安
心
し
て
社
会
に
出
ら
れ
る

よ
う
に
、「
若
竹
み
ら
い
創
造
基
金
」

を
設
立
し
、
進
学
や
就
職
に
係
る

生
活
費
の
一
部
な
ど
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
児
童
の
健
や
か
な
育
ち

の
支
援
の
た
め
、
基
金
へ
の
寄
付

と
し
て
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
気
持

ち
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
（福）
み
ん
な
で
い
き
る
（
☎
０
２

５
・
５
３
０
・
７
２
６
０
）

仕
事
の
相
談
は 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
求
人
の
紹
介

だ
け
で
な
く
仕
事
全
般
に
関
す
る

国
の
相
談
機
関
で
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
内
で
の
仕
事
探
し
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
、
操
作
し
や
す
く
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

周
囲
を
気
に
せ
ず
仕
事
相
談
も
で

き
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越
（
☎
０
２

５
・
５
２
３
・
６
１
２
１
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に
４
１
＃
）

詳しくは

企
業
の
設
備
投
資
に
係
る 

固
定
資
産
税
を
３
年
間
軽
減

対
４
月
24
日
以
降
に
製
造
業
な
ど

の
事
業
用
の
設
備
（
合
計
額
２
７

０
０
万
円
超
）
を
取
得
し
た
事
業

者
の
土
地
、
建
物
、
機
械
・
装
置　

費
軽
減
率
＝
１
年
目
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
、
２
年
目
75
パ
ー
セ
ン

ト
、
３
年
目
50
パ
ー
セ
ン
ト　
他

奨
励
金
（
補
助
金
）
と
の
併
用
が

可
能　
申
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い　
問
産
業
立
地
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・
５
７
３
６
）

詳しくは

雪
ん
子
基
金
助
成
事
業

　

青
少
年
の
健
全
育
成
や
、
明
る

く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
活
動
を
助
成
し
ま
す
。

対
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
芸
術
分
野

で
青
少
年
の
地
域
間
交
流
活
動
な

ど
を
行
う
市
内
の
団
体
や
個
人（
個

人
は
22
歳
ま
で
）　
費
助
成
金
額

＝
５
万
円　
申
問
11
月
２
日
㊊
～

30
日
㊊
の
間
の
平
日
（
水
曜
日
を

除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時
の

間
に
（
公
社
）
上
越
青
年
会
議
所

（
☎
０
２
５・５
２
２・１
８
１
９
）
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▲

公共交通に関するお知らせ�
問  交通政策課（☎025-520-5633、FAX025-526-8363、 kotsu@city.joetsu.lg.jp）

●みんなの画廊
　バスの車内に、市内の保育園児が描いた絵を展示
します。11月は宮口線、12月は桑取線のバスを予
定しています。ぜひ
この機会に路線バス
に乗車し、作品をお
楽しみください。
●上越市内公共交通「マイ時刻表」を作成・配布
　自宅最寄りのバス停や駅から病院など、日常的に

訪れる場所までの鉄道・バスの路線名や発着時刻、
乗車料金などを記載したポケットサイズの個人用時
刻表を作成し、配布します。
申問申込用紙に必要事項を記入し、交通政策課、市
民課、各総合事務所、南・北出張所、バス案内所・
営業所へ。申込用紙は申込先、市役所
木田第一庁舎１階市民ホールにあるほ
か、市ホームページからダウンロード
できます

詳しくは

詳しくは

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の 

臨
時
休
館

　

展
示
室
の
空
調
設
備
更
新
工
事

に
伴
い
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

時
12
月
１
日
㊋
～
令
和
９
年
２
月

28
日
㊐
※
予
定　
問
文
化
行
政
課

（
☎
０
２
５・５
４
５・９
２
６
９
）

詳しくは

松
く
い
虫
被
害
の 

予
防
費
用
を
支
援

　

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害

の
予
防
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

対
市
内
の
町
内
会
を
代
表
す
る
松

（
指
定
文
化
財
、
保
安
林
指
定
、

公
共
団
体
所
有
を
除
く
）　
費
補

助
額
＝
松
の
幹
に
薬
剤
を
注
入
す

る
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
10
万

円
）　
申
問
11
月
30
日
㊊
ま
で
に
、

申
請
書
類
を
農
林
水
産
整
備
課（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
７
５
９
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所詳しくは

　市では、皆さんからの市政に関する意見や提案を受け付けています。
所市役所木田第一庁舎総合案内および時間外受付、各総合事務所、南出張所、レインボー
センター、市民プラザ、高田図書館、オーレンプラザ、直江津学びの交流館、教育プラザ
※頂いた意見・提案に回答するため、住所、氏名を明記してください。
※�郵送、ファクシミリ（広報対話課行きと明記してください）、電子メールでも受け
付けています。

　こどもプールの廃止後も、子ど
もたちが遊べる居場所や遊び場を
確保してほしい。

　免許返納後の高齢者の移動支援のため、バス
の乗り方講習会を開催してほしい。

　こどもプールにつきましては、
施設の老朽化に加え、利用者の減
少や、高温の影響により営業中止
日が増加するなど、維持管理や安
全対策に係る負担が大きくなった
ことから、令和6年度をもって廃
止しました。
　プール撤去後の跡地につきまし
ては、地元町内会の意見も踏まえ
ながら、再整備の内容を検討して
いるところです。
　引き続き、子どもたちが安心し
て外で遊べる環境づくりを大切に
しながら、地域に親しまれる公園
の整備に努めてまいります。

　当市では、公共交通の利用促進の取り組みと
して、高齢者の皆さんなどを対象に、健康講座や
すこやかサロンなどの場で公共交通の利用を提
案する「出前講座」や、バス車両を施設へ持ち込
み、実際に乗り方を学ぶ「バスの乗り方教室」を
実施しています。
　出前講座では、「マイ時刻表」の案内や「上
越市内公共交通総合時刻表」の見方、地域ごと
の運行内容に応じた利用方法を説明しています。
　また、「バスの乗り方教室」では、幼稚園・
保育園から高齢者団体などを対象に、車体見学
や乗車体験、整理券の取り方や運賃の支払い方
法などを体験していただいています。
　より多くの人に公共交通の利用方法への理解
を深めていただけるよう、既に実施しているこ
れらの取り組みの周知に努めてまいります。

市民の声ポスト

▲

市民の声を聴くポストを設置しています
問  広報対話課（〒943-8601 木田1-1-3、☎025-520-5615、FAX025-526-6111、 j-talk@city.joetsu.lg.jp）

市民の声を聴くポストに寄せられた意見の一部を紹介します

意見 意見

回答
回答
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▲

秋の火災予防運動� 申  問  危機管理課（☎025-520-5667）、上越地域消防局予防課（☎025-545-0230）

取り扱いにご注意ください
●暖房器具
　これからの季節は、暖房器具などの火気を使用す
る機会が増えます。器具が正常に作動するか、周り
に燃えやすい物がないか、使用前に点検しましょう。
また、万が一の際にすぐ消火できる準備を整えましょう。
●リチウムイオン電池
　スマートフォン、モバイルバッテリーなどに使わ
れているリチウムイオン電池は、衝撃に弱い特性が
あり、誤った使い方や廃棄方法などにより、火災に
つながる恐れがあります。
【購入時】
　国の安全基準の適合を示す「PSEマーク」や「リサ
イクルマーク」が表示されているものを選びましょう。
【正しい使い方・捨て方】
・落下など「外部からの強い衝撃」を与えない。
・�炎天下の車内、暖房器具の近くなど「高温下での

使用・放置」をしない。
・�捨てる際は、電池を使い切り、回収協力店に持ち込む。
【もし出火したら】
　まず大声で周囲の人に火災が発生したことを知ら
せてください。その後、製品から離れて自身と周囲
の人の身の安全を確保してください。
住宅用火災警報器は10年経ったら取り替えを
　電池切れや内部の電子部品の劣化などで寿命を迎
えた住宅用火災警報器が増えています。設置から
10年近く経っているものはすぐに点検し、正しく
作動しない場合は新しいものに交換しましょう。
感震ブレーカーの設置を
　地震に伴って発生する建物火災の約半数以上が、
電気に起因する火災といわれています。感震ブレー
カーは、地震の揺れを感知すると自動的にブレーカー
を落として電気を止める装置です。地震が引き起こ
す電気火災対策の一つとして設置しましょう。

▲

11月は「被害者支援を考える月間」�

　県民全体で犯罪被害者などを支え、誰もが安心し
て暮らすことができる地域社会の実現を目指し、犯
罪被害者などへの理解を深め、支援する取り組みへ
のご協力をお願いします。
●犯罪被害者などが受ける影響
　犯罪被害者やそのご家族は、犯罪行為による直接
的な被害だけでなく、他者からの心無い言動や過剰
な報道、経済的な困窮、心身の不調などの「二次的
被害」に苦しみ、再被害への不安を抱きながら生活
する場合があります。
●社会全体で支えましょう　
　無関心や無理解から行われる誹謗中傷などの「二
次的被害」により、社会的に孤立してしまうことも
あります。犯罪被害者などが置かれている状況を理
解し、気持ちに寄り添うことで、支えになることが
できます。
●被害にあったら相談を
　心配なこと、不安なことなど、一人で悩まず相談
してください。

問（公社）にいがた被害者支援セン
ター上越電話相談（☎025-522-
3133）、性暴力被害者支援センターに
いがた（☎#8891）、市民安全課（☎
025-520-5661）
●犯罪被害にあわれた人などへ見舞金を支給します
○遺族見舞金＝30万円
　犯罪被害により亡くなられた人のご遺族が対象
○重傷病見舞金＝10万円
　犯罪行為により重傷病を負わされた人が対象
対令和４年４月１日以降に発生した犯罪行為によ�
る被害。このほか対象要件について、詳しくは問い
合わせてください　問市民安全課（☎025-520-
5661）
●犯罪被害者等支援を考える新潟県巡回パネル展
時11月25日㊌～12月６日
㊐午前８時30分～午後10時　
所市民プラザ　問県県民生活
課（☎025-280-5249）

詳しくは

詳しくは

▲

令和７年国勢調査　人口等基本集計結果の公表� 問  総合政策課統計係（☎025-532-2440）

　令和７年国勢調査における人口・世帯数の確定値が公表されました。
　地区別の結果は、市ホームページからご覧ください。また、15歳以上就業者数や町丁・字別の人口・
世帯数などは順次公表されます。
　市民の皆さんや調査員の皆さんなど、本調査にご協力いただきありがとうございました。
＜上越市における人口・世帯数＞

内訳 令和７年 令和２年 比較増減 増減率
総 人 口 176,481人 188,047人 －11,566人 －6.2％
うち男性 86,519人 91,929人 －5,410人 －5.9％
うち女性 89,962人 96,118人 －6,156人 －6.4％
世 帯 数 73,193世帯 72,850世帯 343世帯 0.5％

詳しくは

期　間 　11月9日㊊～15日㊐　　 防火標語 　「火の確認　いい日を支える　いい習慣」
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▲

11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動期間� 問  男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）

　配偶者などからの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為など、女性に対する暴力は、女性の人権を侵害する
ものであり、決して許される行為ではありません。
　このような暴力をなくすため、国や自治体では、毎年この期間に周知啓発に取り組みます。
●その不安、話してみませんか
　不安な気持ちを一人で抱え込まないでください。
女性相談員が、あなたの気持ちに寄り添いお話を伺
います。安心してご相
談ください。相談は無
料です。
女性相談専用電話
（☎025-527-3614）

●�高田城三重櫓の「パープル・ライトアップ」
　パープル・ライトアップには、
女性に対するあらゆる暴力の根絶
を広く呼びかけるとともに、被害
者に対して、「ひとりで悩まず、
まずは相談してください」という
メッセージが込められています。
時11月12日㊍～25日㊌の日没～午後10時

詳しくは

▲

11月の献血バス運行日程� 問  健康づくり推進課（☎025-520-5712）

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、人
工的に造ることができず長期保存ができないた
め、皆さんの善意の献血が頼りです。ご協力を
お願いします。
　新潟県赤十字血液センターでは、献血Web
会員サービス「ラブラッド」からの予約をおす
すめしています。会員でない人や初めての人も
利用でき、スムーズに受け付けできます。また、
会員登録すると血液検査の結果がWebで閲覧
できるほか、予約や献血などで貯まるポイント
で、記念品がもらえます。

会　　場 実施日 受付時間

イオン上越店
※毎月第１・３火曜日
　　　第３・４日曜日

3日㊋・㊗
15日㊐
17日㊋
22日㊐

10：00～12：00　
13：30～16：00※

※�火曜日は
　15：30まで

えちご上越
農業協同組合　本店

12日㊍ 13：30～15：30

献血キャラクター けんけつちゃん

献血は命をつなぐ
ボランティアです

詳しくは

▲

11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」月間�

▲

11月９日は「119番の日」～慌てず・はっきり・正確に～�

問  こども家庭センター（☎025-520-7490）

問  上越地域消防局指令統制課（☎025-545-0228）

　こども家庭庁では、毎年11月
に社会全体で児童虐待の問題への
関心と理解を得られるよう、広報・
啓発活動に取り組んでいます。
●こんなことはないですか？
・子育てがつらい。
・�子どもの行動にイライラして、叩いてしまいそう。
・言うことを聞かないため、つい怒鳴ってしまう。
　子育ての悩みや不安がある場合は、一人で抱え込
まずにご相談ください。

●地域の皆さんへ
　通告は子どもを守り、困り事を抱える家庭を支援
につなげるための第一歩です。「虐待かも」と思わ
れる様子を見聞きした場合は、ご連絡ください。
○相談窓口＝児童相談所虐待対応ダイヤル（☎189　
24時間対応）、上越児童相談所（☎025-524-
3355）、こども家庭センター（月～金
曜日の午前８時30分～午後５時15分）
※匿名での相談もできます。「親子の
ための相談LINE」もご利用ください

●適正な119通報を
　119番は、火災・救急・救助の専用ダイヤルです。
適正な通報が迅速で的確な消防活動につながります。
　119番にかけると消防局の職員が活動に必要な情
報を質問しますので、落ち着いて答えてください。
【主な質問内容】
①火災、救急、それ以外の災害のどれか
②住所や場所、目印になる建物（公園、橋）は
③何が（誰が）どうしたのか、詳しい状況

●災害情報の問い合わせは音声案内を
　災害情報の問い合わせは音声案内（☎050-
1807-3399）をご利用ください。
●「映像通報119」にご協力を
　通報時に現場をいち早く確認
するため、スマートフォンなど
のカメラを通じた映像通信を依
頼する場合がありますので、ご
協力をお願いします。

詳しくは
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▲

令和９年度の体育施設の年間予約を受け付けます� 申  問  スポーツ推進課（☎025-545-9257）

時使用期間
○�学校体育施設・一般体育施設（屋内）＝令和９年
４月１日㊍～令和10年３月31日㊎

○�一般体育施設（屋外）＝令和９年４月１日㊍～
11月30日㊋
※�他の希望者と重複した場合は抽選で使用を決定す
るため、希望に添えない場合があります
●大会や行事などでの使用（単発利用）
対団体や町内会、学校などが主催する各種大会・行事
などで、期日が決まっているもの（年間を通じた定
期的な活動を除く）　申12月３日㊍までに、申請書

に必要事項を記入し、スポーツ推進課または各総合
事務所教育・文化グループへ。申請書は申請先にある
ほか、市ホームページからダウンロードできます
●定期的な使用
対次の全ての条件を満たす団体
①�市民または市内に勤めている人で構成され、団体
の代表者が成人である団体
②�年間を通じて、おおむね週１回以上ス
ポーツ活動を行う団体

申11月11日㊌までに、電子申請または
申請書を提出

詳しくは

▲

11月分の都市ガス料金� 問  ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 171.44円
26～150㎥ 168.38円
151㎥以上 165.68円

前月検針分に比べ１㎥当たり18.83円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。

　原料費調整制度による11月分の都市ガス料金（一
般契約料金）は右記のとおりです。
　今回のガス料金の調整は、６月～８
月のLNG等平均原料価格（貿易統計値）
に基づくものです。

詳しくは

大
島
庄
屋
の
家 

「
釜
炊
き
ご
飯
と
天
然
鴨
の
大
鍋
ま
つ
り
」

　
棚
田
米
の
釜
炊
き
ご
飯
と
天
然

の
カ
モ
を
味
わ
い
ま
す
。

時
11
月
23
日
㊊
・
㊗
午
前
11
時
～

午
後
１
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）　

費
釜
炊
き
ご
飯
と
鴨
汁
セ
ッ
ト
千�

円
、焼
き
も
ち
（
フ
キ
み
そ
、ま
た

は
ク
ル
ミ
み
そ
付
き
）百
円　
所

問
大
島
庄
屋
の
家

（
大
島
区
田
麦
、

☎
０
２
５
・
５
９

４
・
３
８
４
８
）

坂
口
記
念
館 

入
館
無
料
デ
ー

　
応
用
微
生
物
学
の
世
界
的
権
威

で
あ
る
坂
口
謹
一
郎
博
士
の
誕
生

日
（
11
月
17
日
）
を
記
念
し
、
入

館
を
無
料
と
す
る
と
と
も
に
、
甘

酒
の
振
る
舞
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

坂
口
博
士
の
研
究
資
料
な
ど
貴
重

な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

時
11
月
14
日
㊏
～
17
日
㊋
午
前
10

時
～
午
後
４
時（
16
日
㊊
は
休
館
）　

所
問
坂
口
記
念
館
（
☎
０
２
５
・

５
３
０
・
３
１
０
０
）

●
着
物
で
観
賞
し
ま
せ
ん
か

費
２
千
円　
定
各
日
10
人
（
申
込

順
）　
申
問
11
月
４
日
㊌
以
降
に

頸
城
区
総
合
事
務

所（
☎
０
２
５・５

３
０・２
３
１
１
）

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21 

導
入
セ
ミ
ナ
ー

　

環
境
省
が
策
定
し
た
環
境
経
営�

シ
ス
テ
ム「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」�

の
認
証
取
得
に
関
心
が
あ
る
事
業

者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
で
す
。

時
12
月
８
日
㊋
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分　
所
申
問
11
月
26
日
㊍

ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
上
越
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー（
☎

０
２
５
・
５
４
４
・
５
０
２
１
、

FAX
０
２
５
・
５
４
５
・
２
４
９
８
、�

ea21@
jo-kan.or.jp

）へ
。申
込�

書
は
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま

す市
民
租
税
教
室 

「
暮
ら
し
に
役
立
つ
税
金
の
は
な
し
」

　
「
所
得
税
」の
基
礎
知
識
や「
住

民
税
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
税

務
署
と
市
職
員
が
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

時
11
月
17
日
㊋
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
問
上
越

市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

（
収
納
課
内
、☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
５
４
）

防
災
に
関
す
る
勉
強
会

　

地
域
で
起
こ
り
得
る
災
害
を
正

し
く
理
解
し
、
自
ら
の
命
を
守
る

た
め
の
備
え
や
地
域
で
の
防
災
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
11
月
28
日
㊏
午
後
２
時
～
４
時　

所
三
和
地
区
公
民
館　
講
山
縣
耕

太
郎
さ
ん
（
上
越
教
育
大
学
大
学

院
教
授
）　

問

三
和
区
総
合
事

務
所
（
☎
０
２

５
・
５
３
２
・

２
３
２
３
）

「
避
難
所
体
験
」防
災
イ
ベ
ン
ト

　

地
震
や
大
雨
に
伴
う
災
害
時
に

開
設
さ
れ
る
避
難
所
に
つ
い
て
学

び
体
験
し
、
必
要
な
備
え
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
21
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午　

所
上
越
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館　

定
60
人
（
抽
選
）　
申
問
11
月
９

日
㊊
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
上
越
市
防
災
委
員
会
事
務

局
（
市
民
安
全
課
内
、☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６
６
０
）詳しくは

も
よ
お
し
・
講
座

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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家
庭
用
は
か
り
の
精
度
確
認

　

体
温
計
（
脇
の
下
用
）
や
家
庭

用
体
重
計
、
調
理
用
は
か
り
な
ど

の
家
庭
用
は
か
り
（
取
引
・
証
明

以
外
）
が
正
し
く
計
量
で
き
て
い

る
か
を
無
料
で
確
認
し
ま
す
。
※

血
圧
計
、
非
接
触
式
体
温
計
、
耳

式
体
温
計
の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん

時
11
月
13
日
㊎
午
前
10
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時　
所
市

民
プ
ラ
ザ　
問
産
業
政
策
課
（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
７
２
９
）

詳しくは

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

　
「
事
業
承
継
を
考
え
た
い
が
、

何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
悩
ん
で
い
る
事
業
者
に

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
事
業
承

継
パ
タ
ー
ン
、
今
か
ら
準
備
す
べ

き
こ
と
な
ど
を
専
門
家
が
解
説
す

る
ほ
か
、
地
元
企
業
に
よ
る
Ｍ
＆

Ａ
（
合
併
と
買
収
）
の
実
例
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
い
ま
す
。

時
11
月
27
日
㊎
午
後
２
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
申
問
11
月
20
日

㊎
ま
で
に
産
業
政

策
課（
☎
０
２
５・�

５
２
０・５
７
２
９
）

Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
’ｓ 

ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
Ｖ
ｏ
ｌ
．２

　

女
性
の
起
業
・
創
業
を
テ
ー
マ

に
、
女
性
起
業
家
の
体
験
談
や
参

加
者
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
、
自

分
ら
し
い
働
き
方
や
起
業
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

時
11
月
28
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
※
終
了
後
に
交
流
タ

イ
ム
あ
り　
所
金
谷
地
区
公
民
館　

対
既
に
起
業
し
て
い
る
人
、
起
業

に
関
心
が
あ
る
人　
定
30
人
（
抽

選
）　
申
問
11
月
24
日
㊋
ま
で
に

産
業
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
７
２
９
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り　
対
６
カ
月
以
上

〜
就
学
前　
定

５
人（
申
込
順
）　

申
11
月
18
日
㊌

ま
で合

同
企
業
説
明
会
＆ 

お
し
ご
と
プ
チ
体
験

　

一
度
に
複
数
企
業
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
仕
事
の
プ
チ

体
験
も
で
き
、
求
人
票
で
は
分
か

ら
な
い
企
業
の
魅
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

時
11
月
26
日
㊍
午
後
１
時
～
3
時

40
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
お
お

む
ね
35
～
59
歳
の
人　
申
問
㈱
エ

ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス
（
☎
０
２
５

８
・
３
０
・
１

２
３
０
）
※
当

日
参
加
も
可

拉
致
問
題
を
考
え
る 

写
真
パ
ネ
ル
展

　

拉
致
被
害
者
お
よ
び
拉
致
の
疑

い
が
あ
る
特
定
失
踪
者
の
写
真
パ

ネ
ル
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
11

月
は
新
潟
県
拉
致
問
題
等
啓
発
月

間
で
す
。
こ
の
機
会
に
改
め
て
、

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

時
11
月
３
日
㊋
・
㊗
～
24
日
㊋
午

前
８
時
30
分
～
午
後
10
時　

※
19

日
㊍
は
休
館　
所
直
江
津
学
び
の

交
流
館　
問
人
権
・
同
和
対
策
室

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

８
３
）

家
族
信
託・任
意
後
見
セ
ミ
ナ
ー 

～
成
年
後
見
制
度
改
正
か
ら
み
る 

　
家
族
信
託
と
任
意
後
見
の
有
用
性
～

　

成
年
後
見
制
度
の
使
い
に
く
さ

が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、「
信
託
」

の
有
用
性
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に「
信
託
」と
は
何
か
、

ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
す
る
こ
と

が
有
効
な
の
か
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
併
せ
て
、
任
意
後
見
制
度

と
の
併
用
の
可
能
性
も
探
り
ま
す
。

時
12
月
18
日
㊎
午
後
１
時
30
分
～

４
時　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
定
80
人

（
抽
選
）　
申
12
月
11
日
㊎
ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
話
で
上
越
市
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
上
越
市
社

会
福
祉
協
議
会

内
☎
０
２
５
・

５
２
２
・
２
８

１
３
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）　
時
ジ
ャ

ス
ミ
ン
の
湯
＝
11
月
15
日
㊐
、
り

ん
ご
の
湯
＝
11
月
23
日
㊊
・
㊗
の

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
９
時　

費
一
般
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
５
０
円（
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
提
示
に
よ
る

割
引
制
度
あ
り
）

じ
ょ
う
え
つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ 

マ
タ
ニ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー 

～
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
暮
ら
し
～

　
赤
ち
ゃ
ん
と
の
暮
ら
し
の
ヒ
ン

ト
や
出
産
前
後
に
使
え
る
支
援
情

報
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

時
12
月
６
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午　

所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
対
妊
娠
し

て
い
る
人
、
妊
娠
を
考
え
て
い
る

人
お
よ
び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー　
定

30
人
程
度　
申
問
12
月
３
日
㊍
ま

で
に
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
じ
ょ

う
え
つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
（
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
０
２
５
・
５
２
６
・
１
２
１
４
）

詳しくは

「
は
じ
め
の
１
０
０
カ
月
の
育
ち

ビ
ジ
ョ
ン
」研
修
会・交
流
会

　

こ
ど
も
家
庭
庁
が
推
進
す
る
当

ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
理
解
を
深
め
、
立

場
や
所
属
を
超
え
て
つ
な
が
り
、

地
域
で
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

時
11
月
28
日
㊏
午
後
２
時
～
４
時　

所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
子
育
て
支
援

関
係
者
、
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る

地
域
住
民　
定
30
人
（
申
込
順
）　

申
11
月
５
日
㊍
以
降
に
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら　
問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
マ
ミ
ー
ズ
・
ネ
ッ
ト
（
☎
０
２

５
・
５
２
６
・
１
０
９
９
）

詳しくは

詳しくは

家庭用はかりの
マーク

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　

認
知
症
の
人
や
介
護
家
族
、
認

知
症
の
介
護
に
関
心
が
あ
る
人
を

対
象
に
情
報
交
換
を
行
う
ほ
か
、

認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
悩
み
な

ど
を
共
有
し
ま
す
。

時
11
月
21
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
費

２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区
の

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

認
知
症
を
し
ろ
う 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

時
所
①
12
月
４
日
㊎・大
潟
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、②
12
月
15
日
㊋・

福
祉
交
流
プ
ラ
ザ 

い
ず
れ
も
午

後
２
時
～
３
時
30
分　
定
各
20
人

（
申
込
順
）　
申
問
①
＝
11
月
20
日

㊎
～
12
月
３
日
㊍
、
②
12
月
１
日

㊋
～
14
日
㊊
の
間
に
（福）
上
越
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
１
５
１
５
）

詳しくは

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
有
償 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

高
齢
者
を
対
象
に
市
が
行
う
訪

問
型
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
話

し
相
手
や
安
否
確
認
、家
事
援
助
）

を
担
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
ま
す
。

時
11
月
27
日
㊎
午
前
９
時
30
分
～

正
午　
所
フ
ァ
ー
ム
セ
ン
タ
ー　

申
11
月
26
日
㊍
ま
で
に
（福）
上
越
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
１
５
１
５
）

自
分
ら
し
い
生
き
方
講
座 

～
よ
り
よ
い
人
生
の
最
終
段
階
を
考
え
る
～

　

自
分
の
意
思
で
行
動
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
る
人
生
の
最
終
段
階

に
備
え
、
自
分
の
望
む
生
活
や
過

ご
し
方
を
考
え
る
講
座
で
す
。
大

切
に
し
た
い
こ
と
や
周
り
の
人
と

共
有
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
す
。

時
①
11
月
26
日
㊍
、
②
11
月
30
日

㊊ 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時

30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
申
問
開

催
日
の
前
日
ま
で
に
高
齢
者
支
援

課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
７
５

１
４
）

「
鎌
田
實
先
生
」講
演
会

　
「
脳
卒
中
・
認
知
症
・
フ
レ
イ

ル
に
な
ら
な
い
健
康
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
医
師
で
作
家
の

鎌
田
實
先
生
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

医
療・看
護・介
護
の
上
手
な
利
用

法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
場
に
は
、
健
康
づ
く
り
・
介
護

予
防
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

時
11
月
14
日
㊏
午
前
10
時
30
分
～

正
午　
所
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希

望
館　
定
３
０
０
人
（
申
込
順
）　

申
11
月
４
日
㊌
～
11
日
㊌
の
間
に

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら　
問
高
齢
者

支
援
課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・

７
５
１
４
）

詳しくは

地
域
の
居
場
所 

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」

　
「
ち
ょ
っ
と
誰
か
と
お
し
ゃ
べ

り
し
た
い
な
」そ
ん
な
時
に
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
れ
る
地
域
の
居
場
所
で

す
。
暮
ら
し
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
、最
近
あ
っ
た
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
、
一
緒
に
お
話
を
し
ま
せ

ん
か
。

時
11
月
26
日
㊍
午
前
10
時
30
分
～

正
午　
所
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
高
田
城
址
公
園
店　
費
無
料

（
飲
み
物
は
各
自
店
内
で
購
入
）　

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
た
か

だ
（
☎
０
２
５
・
５
２
６
・
１
１

５
５
）・
高
田
の
郷
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・
５
２

１
・
５
１
３
３
）・
セ
ン
タ
ー
病

院
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
２
７
・
３
８
８
０
）

上
越
市「
地
域
の
宝
」の
つ
ど
い

　
「
地
域
の
宝
」
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
展
示
や
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

●
展
示

時
11
月
26
日
㊍
～
12
月
10
日
㊍　

●
学
習
会

　
「
地
域
の
宝
」
の
次
世
代
へ
の

継
承
を
テ
ー
マ
に
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
や
活
動
を
継

続
す
る
た
め
の
工
夫
な
ど
を
学
び

ま
す
。

時
12
月
５
日
㊏
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
定
60
人
（
申
込
順
）　
講

村
山
藍
里
さ
ん
（
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ

Ｏ
Ｒ
㈱
）、
三
浦
絵
里
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ

ン
倶
楽
部
）　
申
問
11
月
５
日
㊍

以
降
に
文
化
行
政
課（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
９
２
６
９
）詳しくは

高
田
城
三
重
櫓
の 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
紅
葉
の
時
期
に
合
わ
せ
、
高
田

城
三
重
櫓
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実

施
し
ま
す
。

時
11
月
１
日
㊐
～
８
日
㊐
の
日
没

～
午
後
９
時　
問
歴
史
博
物
館（
☎

０
２
５
・
５
２
４
・
３
１
２
０
）

詳しくは

企
画
展 

「
探
検
！
む
か
し
の
く
ら
し
」

　

昭
和
初
期
か
ら
40
年
代
ご
ろ
に

か
け
て
、
当
時
の
暮
ら
し
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
の
道
具
を
写
真
と
と
も

に
紹
介
し
ま
す
。

時
11
月
21
日
㊏
～
令
和
９
年
３
月

14
日
㊐　
○
11
月
ま
で
＝
午
前
９

時
～
午
後
５
時
、
○
12
月
～
３
月

＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
休
館

日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）、
祝
日
の
翌
日
、
年
末

年
始
）　
費
一
般
５
１
０
円
、
小
・

中
学
生
、
高
校
生
２
６
０
円　

※

幼
児
お
よ
び
市
内
の
小
・
中
学
生

は
入
館
無
料　
所
問
歴
史
博
物
館

（
☎
０
２
５・５
２
４・３
１
２
０
）

詳しくは
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第
３
回
農
林
水
産
物
等 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
実
践
塾 

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
戦
略
実
践
講
座
」

　

販
路
拡
大
を
目
指
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ�

発
信
を
学
び
、生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
投�

稿
戦
略
を
実
践
的
に
習
得
し
ま
す
。

時
12
月
８
日
㊋
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分　
所
上
越
文
化
会
館　

対
市
内
農
林
漁
業
者
な
ど　
定
20

人（
抽
選
）　
講
瀧
澤
但
さ
ん（
㈱

タ
キ
サ
ン
代
表
取
締
役
）　
申
問

11
月
16
日
㊊
〜
12
月
１
日
㊋
の
間

に
農
業
振
興
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
７
５
１
）

詳しくは

秋
の
ミ
ニ
上
越
直
売
所
祭
り

　

市
内
直
売
所
の
認
知
度
向
上
と

利
用
促
進
の
た
め
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
開
催
中
に

３
カ
所
以
上
の
参
加
直
売
所
を
巡

り
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
参
加
直
売
所
の
商

品
券
が
当
た
り
ま
す
。

時
11
月
14
日
㊏
～
29
日
㊐　
問
農

業
振
興
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
５
１
）

詳しくは

に
い
が
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ（
上
越
会
場
）

　

｢

つ
な
げ
よ
う
子
ど
も
た
ち
の

未
来
へ
～
い
の
ち
の
循
環 

地
域

の
循
環
～｣

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

約
30
店
舗
出
店
の
マ
ル
シ
ェ
、
講

演
会
、
種
の
交
換
会
、
み
ん
な
の

ト
ー
ク
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。

時
11
月
15
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分　
所
謙
信
公
武
道
館　

問
実
行
委
員
の
坂
田
さ
ん
（
☎
０

９
０･
１
６
１
１･

１
６
０
０
）

●
講
演
会

講
林
将
之
さ
ん（
樹
木
図
鑑
作
家・

環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

①「
葉
っ
ぱ
は
な
ぜ
こ
ん
な
形
？

～
植
物
と
動
物
の
つ
な
が
り
を

考
え
よ
う
～
」

　
実
際
の
葉
っ
ぱ
を
見
て
触
っ
て
、

植
物
の
形
の
不
思
議
と
自
然
の
仕

組
み
を
考
え
る
、
子
ど
も
も
楽
し

め
る
体
験
型
講
演
会
で
す
。

時
午
前
11
時
～
正
午

②「
な
ぜ
ク
マ・シ
カ・イ
ノ
シ
シ
は

増
え
た
の
か
？
～
人
と
里
山
の

生
態
系
の
共
存
を
考
え
る
～
」

　

人
間
と
野
生
動
植
物
が
共
生
す

る
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
、
森
林
生
態
系
か
ら
見
た
日

本
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

時
午
後
１
時
～
２
時

に
い
が
た
棚
田
み
ら
い 

創
造
会
議

　
「
上
越
つ
な
ぐ
棚
田
フ
ェ
ス
～

棚
田
の
こ
れ
か
ら
を
話
そ
う
～
」

と
題
し
、
棚
田
の
保
全
と
地
域
振

興
を
考
え
ま
す
。
棚
田
保
全
の
取

り
組
み
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
棚
田
米
の

販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
子
ど
も

向
け
コ
ー
ナ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
、家
族
で
楽
し
め
ま
す
。

時
11
月
21
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
開
場
＝
午
後
１
時
、
物
販

＝
正
午
〜
）　
所
ユ
ー
ト
ピ
ア
く

び
き
希
望
館　
問
県
農
村
環
境
課

（
☎
０
２
５・２
８
０・５
３
６
９
）

詳しくは

二
貫
寺
の
森
づ
く
り
活
動

　

二
貫
寺
の
森
で
、
間
伐
作
業
を

見
学
し
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
し
た

材
料
を
使
っ
た
椅
子
づ
く
り
を
体

験
し
ま
す
。

時
11
月
21
日
㊏
午
前
９
時
～
正
午　

所
二
貫
寺
の
森
管
理
棟　
定
30
人

（
申
込
順
）
※
小
学
生
以
下
は
保

護
者
の
同
伴
が
必
要　
申
11
月
４

日
㊌
～
16
日
㊊
の
間
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら　
問
農
林
水
産
整
備

課
（
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５
７

５
９
）

詳しくは

正
善
寺
工
房「
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
寄
せ
植
え
教
室

時
11
月
11
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～

費
３
５
０
０
円

●
そ
ば
打
ち
教
室

時
11
月
14
日
㊏
午
前
９
時
30
分
～

費
２
２
０
０
円

●
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
教
室

時
11
月
17
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
肉
ま
ん
作
り
教
室

時
11
月
20
日
㊎

午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
11
月
24
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
た
く
あ
ん
作
り
教
室

時
12
月
１
日
㊋
、
８
日
㊋
い
ず
れ

も
午
前
10
時
～　
費
７
５
０
円（
材

料
費
別
途
）

詳しくは

上
越
名
家
一
斉
公
開 

「
秋
の
公
開
」

　

市
内
の
歴
史
的
旧
家
４
邸
を
公

開
し
ま
す
。

時
11
月
７
日
㊏
、
８
日
㊐
い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
３
時　
所
白

田
邸
（
頸
城
区
森
本
）、
瀧
本
邸

（
頸
城
区
百
間
町
）、林
富
永
邸（
三

和
区
神
田
）、
保
阪
邸
（
戸
野
目
）　

費
白
田
邸
・
瀧
本
邸
・
林
富
永
邸

各
５
０
０
円
、
保
阪
邸
８
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）　
他
来
場
者

多
数
の
場
合
は
入
場
を
制
限
し
ま

す
。
歴
史
的
建
造
物
保
護
の
観
点

か
ら
、
靴
下
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い　
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
越
名
家

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
小
林
さ
ん
（
☎

０
８
０
・
４
３
２
５
・
４
２
２
４
）

詳しくは

リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌
提
供

　

保
存
年
限
が
経
過
し
た
雑
誌
を

提
供
し
ま
す
。
※
予
約
不
可
、
欠

号
あ
り

時
11
月
21
日
㊏
午
前
10
時
10
分
～

11
時
30
分　
所
問
直
江
津
図
書
館

（
☎
０
２
５・５
４
５・３
２
３
２
）

詳しくは
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上
越
科
学
館
の
も
よ
お
し

所
申
問
上
越
科
学
館
（
☎
＆
FAX
０

２
５
・
５
４
４
・
３
９
３
９
）

●
科
学
工
作
教
室
「
カ
ラ
フ
ル
ク

リ
ア
ソ
ー
プ
を
つ
く
ろ
う
」

　

好
き
な
色
と
香
り
を
選
ん
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
石
鹸
を
つ
く
り
ま
す
。

時
11
月
14
日
㊏
午
後
２
時
～
３
時

30
分　
対
小
学
生
以
上
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
）　
定
20
人（
申
込
順
）　
費
５

０
０
円
（
別
途
入
館
料
が
必
要
）　

申
11
月
６
日
㊎
以
降

●
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典　

新
潟
県・上
越
大
会

　

県
内
外
の
実
験
名
人
が
科
学
館

に
大
集
合
し
、
楽
し
く
で
き
る
実

験
や
工
作
の
屋
台
を
出
店
し
ま
す
。

時
11
月
28
日
㊏
、
29
日
㊐
午
前
9

時
～
午
後
５
時
（
最
終
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）　
費
中
学
生

以
下
は
無
料
、
高
校
生
以
上
は
入

館
料
が
必
要

詳しくは

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
”ぶ
ど
う
“の
お
は
な
し
と
コ
ル
ク
工
作
」

　

㈱
岩
の
原
葡
萄
園
の
渡
辺
さ
ん

に
よ
る
「
岩
の
原
ワ
イ
ン
と
川
上

善
兵
衛
の
お
は
な
し
」
や
、
ぶ
ど

う
ジ
ュ
ー
ス
の
飲
み
比
べ
の
ほ

か
、
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク
で
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

時
11
月
29
日
㊐
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　
定
30
人
（
申
込
順
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴　
費

２
３
０
円
（
ジ
ュ
ー
ス
代
）　
所

申
問
11
月
６
日
㊎
午
前
10
時
以
降

に
窓
口
、電
話
で
高
田
図
書
館（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
２
６
０
３
）

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

詳しくは

こ
う
み
ん
か
ん 

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

　

う
ご
く
・
あ
そ
ぶ
・
ま
な
ぶ
を

テ
ー
マ
に
、中
高
生
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
・
運
営
す
る
公
民
館
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

時
12
月
5
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分　
対
小
・
中
学
生　
費

工
作
の
材
料
費　
所
問
有
田
地
区

公
民
館（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）

（
☎
０
２
５・５
４
３・７
１
８
８
）

詳しくは

第
４
回「
上
越
市
親
の
会
」

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
や
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
た
め
の
会
で
す
。
少
し
肩

の
力
を
抜
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
、

解
決
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ

ん
か
。

時
11
月
14
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
教
育
プ
ラ
ザ　
問

青
少
年
健
全
育
成
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
４
４
・
４
６
９
０
）

詳しくは

第
55
回
記
念
上
越
市
民
芸
能
祭

「
古
典
芸
能
の
つ
ど
い
」

　

市
内
の
謡よ

う

曲き
ょ
く

仕し

舞ま
い

・
詩し

吟ぎ
ん

剣け
ん

舞ぶ

・�

日に
ち

舞ぶ

な
ど
の
団
体
が
、
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

時
11
月
22
日
㊐
午
前
10
時
～
午
後

２
時
20
分
（
開
場
＝
午
前
９
時
30

分
）　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
問

社
会
教
育
課
（
☎
０
２
５
・
５
４

５
・
９
２
５
４
）

詳しくは

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル 

水
泳
教
室

問
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル
（
☎

０
２
５
・
５
２
４
・
３
１
３
０
）

他
定
員
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
11
月
16
日
㊊
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す

●
第
３
期
大
人・子
供
水
泳
教
室

時
令
和
９
年
１
月
７
日
㊍
～
３
月

26
日
㊎　
申
11
月
16
日
㊊
～
12
月

１
日
㊋

●
第
３
期
大
人
都
度
払
い
型
教
室

時
令
和
９
年
１
月
８
日
㊎
～
３
月

26
日
㊎
の
間
の
毎
週
月
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）　

午
後
1
時
～
１

時
30
分

詳しくは

親
子
ス
ポ
ー
ツ
の
も
よ
お
し

申
問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
０

２
５
・
５
４
５
・
９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.lg.jp

）

●
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
ａ
ｙ

　
気
軽
に
楽
し
め
る
ボ
ッ
チ
ャ
や

モ
ル
ッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
を
体
験
で

き
る
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
親

子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

時
12
月
12
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午　

�

所
総
合
体
育
館　
定
１
０
０
人（
抽

選
）　
費
一
人
１
０
０
円　
申
11

月
27
日
㊎
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
先

●
親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

　

親
子
で
一
緒
に
、
組
み
運
動
や

タ
オ
ル
を
使
っ
た
運
動
あ
そ
び
を

楽
し
み
ま
す
。

時
12
月
13
日
㊐
午
前
10
時
～
11
時　

所
上
越
体
操
場
ジ
ム
リ
ー
ナ　
対

２
・
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者　
定

15
組（
抽
選
）　
費
２
０
０
円（
一

組
あ
た
り
）
申
11
月
20
日
㊎
ま
で

に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
問
い
合
わ
せ
先

ウ
ィ
ズ
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室 

ガ
ス
の
炎
で
作
る「
冬
の
ビ
ス
ト
ロ
ご
は
ん
。」

　

フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
と
ク
リ
ス
マ

ス
に
ぴ
っ
た
り
な
キ
ッ
シ
ュ
ロ

レ
ー
ヌ
や
苺
の
サ
ン
タ
の
パ
リ
・

ブ
レ
ス
ト
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
４
日
㊎
、
５
日
㊏
い
ず
れ

も
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30

分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
対
18
歳
以

上　
定
各
日
16
人
（
抽
選
）　
費

一
人
千
円　
申
11
月
19
日
㊍
ま
で

に
ガ
ス
テ
ラ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら　
問
ガ
ス
水
道
局
経
営
企
画
課

（
☎
０
２
５・５
２
２・５
５
１
４
）

詳しくは
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普
通
救
命
講
習

　

成
人
の
心
肺
蘇

生
法
、異
物
除
去
、

止
血
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。

時
12
月
20
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

所
上
越
地
域
消
防
局　
定
20
人（
申

込
順
）　
申
問
11
月
30
日
㊊
～
12

月
６
日
㊐
の
間
に
上
越
消
防
署（
☎

０
２
５
・
５
４
４
・
０
１
１
９
）

ワ
ー
ク
パ
ル
上
越
の
も
よ
お
し

問
ワ
ー
ク
パ
ル
上
越（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
５
１
１
１
）

●「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」 

受
講
生
募
集

　

各
講
座
の
開
催
日
や
受
講
料
な

ど
は
館
内
に
あ
る
募
集
案
内
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
上
越
地
域
在
住
の
18
歳
以
上
の

人　
定
各
15
人
（
申
込
順
）　
申

11
月
５
日
㊍
以
降
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
に
電
話
、
問
い
合
わ

せ
先
窓
口

○
魚
の
さ
ば
き
方

　

さ
ば
い
た
魚
は
料
理
し
て
持
ち

帰
り
ま
す
。（
容
器
持
参
）

時
11
月
17
日
㊋
午
後
７
時
～
８
時

30
分　
費
３
５
０
０
円
（
食
材
費

込
み
）　
講
高
橋
睦
さ
ん

○
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ュ
ト
ー
レ
ン

時
11
月
19
日
㊍　

①
午
後
１
時
30

分
～
３
時
、
②
午
後
７
時
～
８
時

30
分　
費
２
５
０
０
円
（
食
材
費

込
み
）　
講
梅
田
み
ど
り
さ
ん

詳しくは

高
田
木
曜
会
合
唱
団 

第
71
回
定
期
演
奏
会

　

混
声
合
唱
曲
「
島
よ
」
を
は
じ

め
、「
ウ
ィ
ー
ン
我
が
夢
の
街
」、

「
黒
い
瞳
」、「
島
へ
」
な
ど
を
歌

い
ま
す
。　

時
11
月
15
日
㊐
午
後
２
時
開
演（
開

場
＝
午
後
１
時
30
分
）　
所
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ　
費
一
般
千
円　

※

高
校
生
以
下
無
料　
問
高
田
木
曜

会
合
唱
団
の
山
田
さ
ん
（
☎
０
２

５
・
５
２
４
・
３
７
４
２
）

世
界
の
お
は
な
し
の
劇
と 

ピ
ア
ノ
の
ワ
ン
ダ
ー
ワ
ン
ド

　

幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
が
、
世
界
の
物
語
を
英
語

と
日
本
語
で
表
現
す
る
ほ
か
、
親

し
み
の
あ
る
名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

時
11
月
８
日
㊐
午
後
１
時
～
４
時

30
分　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
問

ラ
ボ
百
沢
パ
ー
テ
ィ
の
百
沢
さ
ん

（
☎
０
８
０
・
１
２
９
５
・
９
９

６
３
）

声
楽
コ
ン
サ
ー
ト 

「
音
楽
で
巡
る
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
夕
べ
」

　

上
越
市
在
住
の
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
村
椿
彬あ
き

子こ

さ
ん
と
、
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の
渡
邊
万ま

貴き

さ
ん
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
音
楽
と
共
に
日
本
で
親
し
ま
れ

て
い
る
歌
曲
な
ど
、
聞
き
馴
染
み

の
あ
る
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。

時
11
月
６
日
㊎
午
後
６
時
30
分
開

演
（
午
後
６
時
開
場
）
所
上
越

教
育
大
学　
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
オ

ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
“
恋

は
野
の
鳥
”、
オ
ペ
ラ
「
ル
イ
ー

ズ
」
よ
り
“
そ
の
日
か
ら
”
な
ど 　

問
上
越
教
育
大
学
研
究
連
携
課（
☎

０
２
５
・
５
２
１
・
３
２
９
２
、 

、kakehasi@
juen.ac.jp

）

詳しくは

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

検
定・講
座

○
職
場
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
講
座

○
伝
動
装
置

○
油
圧
・
空
気
圧
装
置

○
塗
装
科
（
学
科
免
除
）

○
配
管
科
（
実
技
）

○
機
械
保
全
（
実
技
）

○
危
険
物
（
乙
種
第
4
類
）

○
エ
ク
セ
ル
応
用

○
ア
ク
セ
ス
基
礎

申
問
上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
２
６
９
０
）

詳しくは

春
日
山
城
跡
保
存
整
備
促
進
協
議
会 

令
和
８
年
度
講
演
会

　
令
和
12
年
の
謙
信
公
生
誕
５
０

０
年
に
向
け
、
春
日
山
城
跡
お
よ

び
上
杉
謙
信
公
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

時
11
月
28
日
㊏
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー　
定
１
５
０
人
程
度
（
当
日

参
加
も
可
）　
講
前
嶋
敏
さ
ん（
新

潟
県
立
歴
史
博
物
館
専
門
研
究
員
）

他
演
題
＝
知
ら
れ
ざ
る
川
中
島
合

戦
「
上
杉
謙
信
公
と
川
中
島
」
～

川
中
島
合
戦 

そ
の
後
～　
申
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら　
問
春
日
山
城

跡
保
存
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

（
春
日
山
町
一
丁
目
町
内
会
館
内
、

☎
０
２
５
・
５
２
５
・
５
９
０
３
）

詳しくは
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▲

小学生テニス教室�

▲

「そば」の魅力を味わうイベント�

　初心者も経験者も、気軽にご参加ください。
時開催日＝12月３日～令和９年２月18日までの毎週木曜日（12月31日、２月11日を除く）（全10回）　申問
11月４日㊌以降に、氏名（ふりがな）、学年、保護者の電話番号、メールアドレスを上越市テニス協会の杉澤さ
んへメール（☎090-4139-2375、 wshkj228@ybb.ne.jp）

対象者・開催時間 参加費（保険料込み） 定　員 会　場 持ち物など
小学１・２年生＝
午後６時～６時50分 ６千円 15人

（申込順）
教育プラザ
体育館

硬式ラケット（持っていない人はレンタルあり）、
テニスシューズ（運動靴）、飲み物、着替え小学３～６年生＝

午後６時～７時20分 ８千円

　地場産のそば粉を使用した、各地域自慢の「手打ちそば」をご賞味ください。
イベント名 内容 とき・ところ 申し込み・問合せ

清里
新そばまつり

自然薯でつないだ新そばが味わえます。
地域の農産物の販売も行います。

11月８日㊐
午前11時～午後2時・
ビュー京ヶ岳（清里区青柳）

ビュー京ヶ岳
（☎025-528-4100）

桑取谷
新そば日和

一日20食限定で、桑取谷産のそば粉
「とよむすめ」を使った十割手打ちそ
ばが味わえます。

11月13日㊎～28日㊏の金・土
曜日
いずれも午前11時～午後4時・
古民家カフェ平左衛門（横畑）

・�NPO法人かみえちご山里ファ
ン倶楽部

（☎025-541-2602）
・古民家カフェ平左衛門直通
（☎080-6558-1728）

清里特産
新そばの日 自然薯でつないだ新そばが味わえます。

11月14日㊏、15日㊐
いずれも午前11時～午後2時・
ビュー京ヶ岳（清里区青柳）

ビュー京ヶ岳
（☎025-528-4100）

六
ろく

夜
や

山
さん

荘
そう

新そば祭り

旬の食材を使った天ぷらと地元のそ
ば打ち名人が手打ちした新そばを味
わってください。

11月15日㊐
午前11時～午後2時・
六夜山荘（安塚区細野）

六夜山荘
（☎&FAX 025-592-2698）
※要予約（11月８日㊐まで）

月影の郷
新そばまつり

「ふのり」や自然薯をつなぎに使い、
「コシのよさ」、「のどごし抜群」の新
そばをさまざまな「たれ」で味わっ
てください。

11月21日㊏、22日㊐
いずれも午前11時～午後2時・
月影の郷（浦川原区横住）

月影の郷
（☎&FAX 025-599-3302）
※要予約（11月20日㊎まで）

名立
新そばまつり

新そばを使った「ぶっかけそば」と、
秋野菜や山菜などの郷土料理盛り合
わせをご堪能ください。農産物など
の販売、地元菓子店やキッチンカー
の出店もあります。

11月21日㊏、22日㊐
いずれも午前11時～午後2時・
ろばた館（名立区西蒲生田）

名立区農業振興協議会
（☎025-537-2121）
※要予約（11月13日㊎まで）、
定員各日100人（申込順）

新そばまつり
「尾神」「大杉雪割」の２種類の手打
ちそばの風味や食感の違いをお楽し
みいただけます。

11月23日㊊・㊗
午前11時～午後2時（売り切れ
次第終了）・道の駅 よしかわ杜
氏の郷（吉川区杜氏の郷）

吉川スカイトピア遊ランド
（☎025-547-2221）

詳しくは
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　教育大綱「わくわくを未来へ」のもと、「わくわくする学び」を広げるきっかけづくりの場として、
さまざまなイベントを行います。
●体験イベント
○オーレンプラザ（11月21日㊏）

内容 とき
オーレンピアノ ９：30～16：30
牧っていいね！ 10：00～15：00
水族博物館 うみがたり 移動水族館 10：00～15：00
ホールイベント 10：00～15：00
上越科学館 超スライムをつくろう！ 10：00～15：00
看護大生と一緒にチャレンジ！
看護体験コーナー 10：00～15：00

○オーレンプラザ以外の施設（※１）
ところ 内容 とき

歴史博物館、高田城三重櫓、日本スキー
発祥記念館（※２） わくわく☆れきしクイズラリー 11月21日㊏９：00～17：00

※２は10：00～16：00

小林古径記念美術館 アートのひみつ！ビンゴラリー 11月21日㊏
11：00～12：00（10：30受付開始）

上越教育大学

共生のまちづくりを考える
大学に隣接する町内会が取り組むインク
ルーシブ防災への参加を通して

11月18日㊌16：20～17：50

『あたりまえ』を問い直す 私たちの生き
方とジェンダー 11月29日㊐15：00～17：00

※1　�歴史博物館、小林古径記念美術館、高田城三重櫓、日本スキー発祥記念館は「こどもの日パスポート」の提示で、
当日限り市内の小・中学生と同伴の保護者の観覧料が無料になります。

●パネル展示
時11月16日㊊～21日㊏　所オーレンプラザ

●うみがたりガーデン2026
　魚の排せつ物を栄養
源とした野菜の水耕栽
培「アクアポニックス」
を県立海洋高等学校と
協働で実施します。
　フィーディングプー
ルに浮かべたプラン
ターにリーフレタスなどを植えて、日光やコイの排

せつ物などを養分に栽培します。収穫した野菜は、
うみがたりで飼育している雑食性の魚の餌として与
え、うみがたり内で循環型社会を再現します。
時11月23日㊊・㊗まで
●県立海洋高等学校の生徒たちによる活動発表会
　県立海洋高等学校の生徒たちがアク
アポニックスの成果発表を行います。
時11月22日㊐午前11時30分～、午
後２時30分～

▲

上越市教育コラボ2026　学び愛フェスタ�

▲
上越市立水族博物館「うみがたり」のもよおし�

問  教育総務課（☎025-545-9262）

所  問  上越市立水族博物館（☎025-543-2449）

詳しくは

詳しくは

内容 とき
国立妙高青少年自然の家
MYOKOネイチャークラフト 10：00～15：00

広げよう☆PTAの輪 10：00～15：00

わくわく・プログラミング体験教室 10：15～11：15他
タンタンタンゴとまなぶ
いろいろなかぞくのかたち

10：30～11：20
14：00～14：50

中学生が語るヒロシマと平和 13：30～13：50
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●第４回上越演芸大全
　多種多彩な演芸家たちによる祭典。一流の芸を生
でご堪能ください。
時令和９年３月21日㊐・㊗午後２時開演　費一般4,000
円、高校生以下1,500円
（全席指定、チケット発売
日＝11月３日㊋・㊗）　他
出演＝三遊亭好楽（落
語）、桂宮治（落語）、林
家ペー（漫談）、コント山
口君と竹田君（コント）

●無双!!ものまねLIVE 2027 in 上越
　ものまね界のスターが上越に集結。笑いと感動の
ステージをお届けします。
時３月28日㊐午後２時開演　費一般5,980円（全
席指定、チケッ
ト発売日＝10
月31日㊏）　他
出演＝ビュー
ティーこくぶ、
ミラクルひかる、
Mr.シャチホコ

●森の感謝祭イベント
　たき火での焼きマシュマロ、ピザ焼き、まき割り
体験、木工クラフトなどで秋を楽しみます。
時11月８日㊐午前10時～午後３時
●11月のクラフト「つるリース作り」
　クズの「つる」や木の実など森の
素材を使ってリースを作ります。
時11月15日㊐までの土・日曜日、

祝日の午前10時～午後３時30分　対一般（小学生
以下は保護者同伴）　費500円　他くわどり湯った
り村から管理棟まで、休日のみ午前10時～午後３時
の１時間ごとに、無料送迎バスあり
●冬季閉園のお知らせ
　11月15日㊐で今年度の営業を終了
します。来年度は、令和９年４月29
日㊍・㊗に開園予定です。

▲

上越文化会館のもよおし�

▲

くわどり市民の森のもよおし�

所  申  問  上越文化会館（☎025-525-4103）

所  申  問  くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）

詳しくは

桜山の冬桜

桜山まつり

　11月中旬から12月中旬にかけて約７千本の冬桜が花を付けます。開花と
紅葉の時期が重なると、冬桜と紅葉を同時に楽しむ貴重な体験ができることも。

　桜山まつりは冬桜の見頃を祈念し、大正14年に始まった歴史あるお祭りです。
藤岡市観光大使である湯原昌幸さんの歌謡ショーをはじめ、吉本芸人「ミカ
ボ」のMC、ステージイベント、物販ブース、とっちゃなげ汁の配布などを
行います。皆さんのご来場をお待ちしています。
時12月６日㊐午前10時30分～午後２時（予定）　所桜山公園（藤岡市三波川）　費駐車料金＝普通
車500円、二輪車100円（午前８時30分～午後４時30分）　※この紙面を持参し係員に見せると、
普通車１台１日に限り無料になります（印刷での持参不可）。12月31日㊍まで有効　問藤岡市鬼
石総合支所にぎわい観光課（☎0274-52-3111）

集客プロモーション
パートナー都市 群馬県藤岡市 からのお知らせ

詳しくは
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市
民
税・県
民
税
等
賦
課
業
務
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　

市
民
税
・
県
民
税
な
ど
の
申
告

相
談
・
受
付
業
務
や
賦
課
業
務
を

行
い
ま
す
。

時
任
用
期
間
＝
令
和
９
年
１
月
１

日
～
３
月
31
日
（
更
新
の
場
合
あ

り
）　
対
受
験
資
格
＝
基
本
的
な

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
実
務
経

験
な
ど
が
あ
る
人　
定
５
人
程
度　

他
試
験
＝
12
月
上
旬
（
申
込
者
に

通
知
）、
個
別
面
接　
申
問
指
定

の
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書
に

職
務
経
歴
書
を
添
え
て
、
11
月
13

日
㊎（
必
着
）ま
で
に
税
務
課（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
６
５
０
）

詳しくは

市
有
ト
イ
レ
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど

に
関
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
参
加
者

　

市
が
保
有
し
て
い
る
ト
イ
レ
施

設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命

名
権
）
な
ど
の
導
入
に
向
け
た
市

場（
対
話
）調
査
を
実
施
し
ま
す
。

申
問
用
地
管
財
課
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６
４
０
）

●
説
明
会

時
11
月
20
日
㊎
午
後
２
時
～　
所

募
　
集

市
役
所
木
田
第
二
庁
舎　
申
11
月

13
日
㊎
午
後
５
時
ま
で

●
市
場
調
査
へ
の
参
加
申
し
込
み

申
12
月
25
日
㊎
ま
で

●
市
場
調
査

時
令
和
９
年
１
月
18
日
㊊
～
29
日

㊎　
他
実
施
時
間
、
会
場
な
ど
は

申
込
者
に
別
途
連
絡

詳しくは

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
体
操

な
ど
の
実
技
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
行

事
の
企
画・運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者　
定

２
人
程
度　
他
任
期
＝
令
和
９
年

４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日　

申
問
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
12
月
25
日
㊎
（
必
着
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
０

２
５
・
５
４
５
・
９
２
４
６
、
、

sports-k@
city.joetsu.lg.jp

）

へ
。
申
込
用
紙
は
、
申
込
先
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

詳しくは

●ぷちベビー健康プラザ
　赤ちゃんとの初めてのおでか
けに、ぜひご参加ください。体
重計測、個別相談、おしゃべり
情報交換などを行います。なお、
定期的に開催しており、平日開
催時は申し込み不要です。
時11月21日㊏午前10時30分～正午　
所市民プラザ　対妊娠中の人、２カ月
～５カ月の赤ちゃんとその保護者　定
15組（抽選）　申11月11日㊌までに
問い合わせ先または二次元コードから
●赤ちゃんと一緒 BP（ベビープログラム）講座
　初めて子育てを行う母親を
対象とした講座で、赤ちゃん
と一緒に楽しく学ぶことがで
きます。

時11月26日～12月17日の毎週木曜日、午前10時
～正午（全4回）　所市民プラザ　対令和８年７月
生まれ～９月生まれの第１子とその母
親　定12組（抽選）　費1,100円（テ
キスト代）　申11月14日㊏までに問
い合わせ先または二次元コードから
●子育てセミナー「パパともっと遊ぼう！」
　男性保育士を講師に、
親子遊びやコミュニケー
ションの取り方などを子
どもと一緒に体験します。
時12月13日㊐午前10時
～11時　所市民プラザ　
対満１歳～１歳半の子どもとその父親　
定15組（抽選）　申11月30日㊊まで
に問い合わせ先または二次元コードか
ら

▲

こどもセンターのもよおし� 申  問  オーレンプラザこどもセンター（☎025-525-0355）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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事業承継・引継ぎに
関する個別相談会 空き家相談会

要
予約

要
予約

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」の
提出が必要）

11月20日㊎午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

と　き
ところ

❶11月10日㊋・建築住宅課
❷�20日㊎、24日㊋・市民プ

ラザ
いずれも午後１時～５時

と　き
ところ

産業政策課
（☎025-520-5729）

予　約
問合せ

建築住宅課
（☎025-520-5786）

予　約
問合せ

障害のある人の
就労相談会

要
予約

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障がい者就業・生活支援セ
ンターさくら（☎025-538-
9087）
※上記日時以外の相談も可能

11月19日 ㊍ 午 前10時 ～ 正
午・福祉交流プラザ

と　き
ところ

予　約
問合せ

特設人権相談所 認知症に関する相談
予約
不要

予約
不要

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

相談は電話、面談のどちらでも可
対認知症の人やその家族

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783）

11月20日㊎午前９時30分～
午後０時30分（受け付けは
正午まで）・市民プラザ

月～金曜日の午前９時～午後
５時（祝日を除く）・新潟ユ
ニゾンプラザ（新潟市中央区
上所）

ところ
ところ

問合せ 問合せ

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

要
予約

対15歳～49歳の就労に悩む人や
その家族

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

11月19日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

と　き
ところ

予　約
問合せ

住宅相談会
要

予約

耐震改修、新築・増改築、修繕工
事、克雪住宅など住まいに関する
相談（相談内容の事前連絡を推奨）

上越市地域住宅相談所事務局
（☎080-3363-7300）

11月14日㊏午前10時～午後
４時・市民プラザ

と　き
ところ

予　約
問合せ

女性の起業相談窓口

職業訓練相談

要
予約

予約
不要

起業方法や起業後の困り事などに
関する相談
対起業を検討中、起業後間もない人

県立上越テクノスクール主催の職業訓練
❶�「介護員養成科上越」（12月16日㊌

～令和９年２月15日㊊）
❷�「デジタル事務基本科上越３」（１月

13日㊌～４月12日㊊）

産業政策課（☎025-520-5729）
※�随時募集。申し込み時に別途

相談日を調整

❶�（福）上越老人福祉協会（いな
ほ園）（☎025-520-2121）

❷�日建学院上越校（☎025-525-
4885）

月～金曜日の午前９時～午後５時（祝
日を除く）・bibit（ビビット）（本町４）
またはフルサットアップス（大和５）

❶�11月13日㊎午前10時～１時間程度・上越
老人福祉協会 はさ木研修センター（米岡）
❷�11月16日㊊、30日㊊午前10時45分～１

時間程度・日建学院上越校（木田２）

と　き
ところ

と　き
ところ

予　約
問合せ

問合せ

経営に関する
個別相談会

行政書士による
無料相談所

要
予約

要
予約

創業や経営改善、販売促進など、
経営に関する個別の相談（１件60 
分以内）
対中小企業・小規模事業者

商工業者などを対象とする法律相
談（１件30分程度）

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

くびきの商工会　頸城支所
（☎025-530-2156））

と　き
ところと　き

ところ
予　約
問合せ予　約

問合せ

11月18日㊌午後１時30分～４
時50分・市役所木田第二庁舎11月５日㊍午前10時～正午・

くびきの商工会　頸城支所

各種
無料相談

予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問い合わせ先に

問い合わせてください。
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

市
の
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
、

災
害
情
報
な
ど
を
発
信
中
！

公式SNS

　市では、市内の中小企業などが開発・製造した優れた
特産品・工業製品を「メイド・イン上越」として認証し
ています。認証事業者のこだわりや、認証品
の活躍シーンなど「ここに注目」してほしい
ポイントを紹介します。メイド・イン上越
■問合せ····上越ものづくり振興センター（☎025-522-2666）

ここに注目！

　自社農園で育てたバジルを
たっぷり使い、塩糀と合わせた
万能調味料です。土の香工房を
利用する障害のある人たちが、
バジルの栽培から収穫、加工ま
で携わる、上越の農業と食、福
祉をつなぐ一品です。

　明治25年創業。バテンレース 
は、当社の創業者が冬の手仕事と
して普及に尽力し、上越に根付き
ました。雪国の女性たちが守り
続けてきた技術を今も受け継ぎ、
繊細な手仕事から生まれる「つ
け襟」をつくり続けています。

　電子機器や電池の材料となる
薄いシート状の「電解銅箔」を
製造するための設備です。ドラ
ムの表面には耐食性に優れたチ
タン材を使用し、継ぎ目は高度な
溶接技術で仕上げることで、高
品質な銅箔の製造を支えています。

　バジルの香りと天日塩のまろ
やかな旨味が自慢。肉・魚の下
味やパスタの味付けもこれ１つで
OKです。特におすすめは「バジ
ル塩糀からあげ」。漬け込むだけ
で肉が柔らかく、風味豊かに仕
上がります。

　材料の「ブレード（図柄のベー
スになる布テープ）」づくりから、
一貫して製造。受け継がれてき
た伝統のデザインを大切にしな
がら、時代の装いに寄り添う新
しいデザインの製品づくりにも
取り組んでいます。

　ドラムにより製造される銅箔
は、スマートフォンやリチウム
イオン電池に使われており、ハ
イテク機器には欠かせないもの
です。通信機器や電気自動車と
いった最先端の分野で活躍して
おり、国内シェアは100％です。

代表理事　早津 薫さん 代表　吉田 節子さん
バジル塩糀　918円（税込）
販売店…あるるん畑、無印良品直江津　
なおえつ良品市場、さくら百貨店（上
越妙高駅店、発酵プラス）、上信越道　
妙高SA、北陸道　米山SAなど

大きなものは直径３mにも
なります。確かな製造技術
と実績を強みとし、国内外
の多くのユーザーから高い
評価をいただいています。

バテンレースつけ襟　
� 5,500円（税込）～
販売店…自社店舗、オンライ
ンショップ、銀座・新潟情報
発信館　THE NIIGATAなど
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上越育ちのバジルで、まろやか塩糀 一針がつくる、装いの美 メタルテクノで世界をもっと楽しく快適に

詳しくは

こんなところで活躍

上越市の人口・世帯数

 86,932人
　     （-29人）

89,164人
　（-44人）女男

176,096人
　  （-73人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  82
196

 295
  254

＜人口増減内訳＞

78,115世帯（+40世帯）

令和8.10.１現在。（　）は前月との比較 　谷浜・桑取区のワークショップ成果発表会に
お邪魔しました。各チームが発表した定住促進
などに向けたアイデアからは、地域の未来への
熱い思いが感じられました。全チーム共通して
いたのは「情報発信」の大切さ。表紙のグッド
ポーズには、「地域の発信をいいねで応援して
ほしい」という思いが込められています。

表紙のことば ： 地域の未来に向けた持続可能なまちづくり
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